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平成 22 年３月期第２四半期連結累計期間業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 
最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年３月期第２四半期連結累計期間（平成 21 年４月１日～平成 21 年９月

30 日）の業績予想について、平成 21 年５月 13 日付「平成 21 年３月期決算短信」にて公表した業績予想を

下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 
１．平成 22 年 3 月期第２四半期連結累計期間業績予想の修正（平成 21 年 4月 1日～平成 21 年 9 月 30 日） 

         （単位：百万円） 

            売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回予想（Ａ） ４，５００ △３５５ △３７０ △３８０ △４８．４１

今回予想（Ｂ） ４，０６５ △３６１ △３７５ △３８３ △４８．８０

増減額（Ｂ－Ａ） △４３５ △６ △５ △３ △０．３９

増減率（％）   △９．７  －  － － －

（参考） 

前期実績（平成 21 年 3

月期第２四半期） 

４，７０７ △２９５ △２９９ △２８９ △３６．８９

 

２．修正の理由 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループと関係の深い建設業界におきましては、更なる建設

投資の縮小と競争激化の中で、引き続き厳しい受注環境で推移いたしました。 

このような厳しい経営環境の中、個別の業績につきましては、売上高、利益面ともに予定通り推移して

おります。しかし、連結の業績につきましては、当社グループ会社において、当初第２四半期の売上計上

を予定しておりました一部建築工事 4億 50 百万円（建設事業）の受注時期が遅れた影響により、売上計上

時期が下期へずれることとなりました。その結果、売上高につきましては、40 億 65 百万円（前回予想比

9.7％減）となる見込みであります。利益面につきましては、前述の売上高の減少がありますが、当該工事

の利益率が低いこと及び、その他の連結子会社の当第２四半期連結累計期間の売上総利益が増加したこと

もあり、営業損失 3億 61 百万円（前回予想比 6百万円減）、経常損失 3億 75 百万円（前回予想比 5百万円

減）、四半期純損失 3億 83 百万円（前回予想比 3百万円減）となる見込みであります。 



２ 

なお、当該工事につきましては、平成 22 年３月期の売上計上となることから、現時点において通期業績

への影響はありません。 

 

３．平成 22 年３月期通期業績について 

今後の当社グループの業績につきましては、昨今の経済環境の不透明感が強く、予断を許さない状況が

続くものと思われます。特に建設事業及び環境事業においては、民間建設投資の縮小に伴い、同業他社と

の価格競争が更に厳しくなると予想されるため、期末までの受注状況を見極めるには時間を要することか

ら、現時点におきましては、平成 21 年５月 13 日付「平成 21 年３月期決算短信」にて公表いたしました業

績予想に変更はありません。 

今後、業績修正の必要がある場合には、速やかに開示をいたします。 

 

４．その他 

１株当たりの期末配当金予想額（5円 00 銭）は従来通り変更ありません。 

 

以上 


